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欄および「⑫前年所得」欄は、申請する年度に
等の状況について、該当する選択肢に○を記入し

‐
得について過小に申し立てしたときは、国民年金法等
れる場合があります。

その上

当する保護を受けていれば、

② |します。また、承
消中請をした日の

ま る対象期間の翌年度から起算して、3年度目以降に保険料
に応じた加算額が上乗を

せ
合には、当時の保険料に経過期間

6.留 意事項
(1)皇崖詮豊」■杢:笙金登l鐘:麹:2:生おおむね2～ 3カ 月後に審査結果が送付さ
れます。それまでの間、保険料納付の催告状等が送付される場合が
ありますのであらかじめご了承ください。
(2)申請日後に、中請期間にかかる保険料を納付された場合は、後 日お
返し (還付)し ます。申請後に納付を希望される場合は、年金事務
所にご連絡ください。
(3)申 請が却下となつた場合は、保険料の納付が必要となります。
納付書がない場合は、年金事務所で再発行しますので、年金事務所
までご連絡ください。
(4)免除等の承認期間中に学生となつた場合は、学生納付特例を申請し
てください。
(5)中 請した期間中に学生の期間があつた場合は、改めて学生納付特例
申請書の提出をお願いすることになります。その場合の学生納付特
例の申請については、この申請を受理した日または学生となつた日

⑦

に中請があつたものとみなします。
日座振替を利用さねている場合、金額免除または納付猶予が承認さ
れた時点で一一時停止となります。丞_認基1個宣監三日塁とときに[]座 i辰
萱力主里都猛主也宣立のでご承知おきください。
修正二型差監こ証笙□斐地 空ゞ三と△__っ たときは、年金事務所までご連
絡≦_三二量_

× 申請後に配偶者・世帯二等に変更があつた方ヘ
このえ除等を申請した後に配偶者もしくは世帯主の変更または前年所
得の変更があつた場合は.以下のいずれに該当するか確認の上.必要
なご連絡等をお願いします.
(1)審査結果 (承認・却下通知)が日本年金機構 〈年金事務所等)か ら
届く前に変更があった場合で.
1｀ 結婚や世帯■変更 咬 母等とF・1居を開始など)の場合
⇒連絡は不要です。申請を取下げる時はご連絡ください.
,｀ 饉襲i2■壼多韻蔭

`2量
隻g:」ビ整utti主配彊壼iコ壼」L日二

=2と
二め型凶讃

→生金菫勧菫ゝ菫圏К工L塾=
② 審査結果が扇いた後に離婚や世帯分離があつた場合で.再審査
(却下→再審査. ‐部免除⇒全額免除.納付猶予→全額免除等)を
希望される場合は.再度申請してください。なお.免除を希望しな
くなったときは取消中請をしてください.
X 第 1号被保険者でなくなつた場合
免除等の承認後に第 2号被保険者 (会社員等)や第 3号被保険者 (会
社員等の被状養配偶わ となった場合または第 1号被保険者でなくな
った場合.自動的に'断等知「●]ではなくなります.
ただし.承認期間中に再び第 1号被保険者となつたときは、え除等の
期間に戻すことができます.ご希望●・ 場合はヽ金事務所までご連絡く
ださい.
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② 害、火災その他これらに類する災害)を 申請
属する世帯が受けたことにより申請を行うと
ついては、 市区田]村窓口または年金事務所にに
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(1)

添付書類について
失業したこと等により中請を行うときで、雇用保険の被保険者で
あった方は、失董ユ塑生圭崖塾 ]ゞ睦置でとる雇用保険受給資格者証また
塁遍ヨ盤圏並腹堡盤壁鑢錮哉票等のコピーを添付してください。
また、事業の廃止 (廃業)ま たは休上の届出を行つている方につい
ては次の書類等のコピーを添付してください。 (X●から0までに
ついては、あわせて失業の状態にあることの中し立てが必要となり
ます。リ

② による生活扶助以外の扶助を受けていることを理由に申
請するときは、二望Σ豊:塞_重」聖 i:丑:至l童二

`ェ

公_崖1童:獲:1`⊇_証旦:警豊の_旦二 二、
特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法律による特別
障害給付金を受け取つていることを理由に中請するときは、受1含資
格盛直望≧」圭二を添付してください。
(3)年金手帳 (氏名の記載ヘージ)ま たは基礎年金番号通知書のコピー
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年度以降の全額免除または納付猶予の継続申請について
近の年度分について、所得審査により全額免除または納付猶予の
認を受けた方が、翌年度以降も引き続き全額免除または納付猶予
申請を希望する場合は、この申請書であらかじめその旨を明記す
ことにより、翌年度 (7月 ～)に改めて申請を行わなくても継続し
申請があつたものとみなされます。

※ 個人番号 (マ イナンバー)に より申請を行う際の添付書類について
申請者本人が窓口で申請書を提出する場合は、マ笙土 ンバー左ァ ド (個人番号カー ド)を 提示してください。
お持ちで無い場合は、以下の①およびCIIを提示してください。
なお、郵送で申請書を提出する場合は、マイナンバーカードの表・裏両面または①および(Эのコピーを添付してください。
|11工 )||マイナンバーが確認できる書類 :通麹左=上

、」国_△塁匿量の表示がある住民票の写し
② 身元 (実存)確認書類 :i里國 疵 証、二生xポ ニ上_在目堕 ―上など

4.一部免除の承認を受けた期間について
4分の 3免除、半額免除または4分の 1免除が承認された期間は、納付す
べき保険料を納付しないと未納期間となり、老齢基礎年金・障害基礎
年金等を受けられなくなる場合があります。納め忘れのないようご注
意ください.

い

こ

に

と


